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＋Quickは、従来の災害対応マニュアルを、ファンクショナル・アプローチ（FA）の手法を用い

て構築した災害対応支援キットである。災害発生直後において、避難所や医療救護所、帰宅

困難者一時滞在施設など、災害時活動拠点の迅速な開設を可能にする。
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災害発生直後の迅速な活動拠点開設
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避難所開設キット 医療救護所開設キット一時滞在施設開設キット

従来の課題 たとえば、住民の活動拠点となる「避難所」

地震後の避難所開設が必要な状況では、住民主体で避難所の開設から避難者の受入、その後の運営を担う必要が
ある。そのため、避難所となる施設には避難所の開設・運営のためのマニュアルや資機材等が整備されている。

しかし、災害時には・・・

災害発生後に必要となる様々な活動拠点を「専門家でない人」でも速やかに設営できる方法の構築が不可欠

課題解決にファンクショナル・アプローチの手法を適用

災害対応支援キット（＋Quick）の構築 避難所開設キット、一時滞在施設開設キット、医療救護所開設キット

⚫ 従来のマニュアルから災害活動拠点（避難所・一時滞在施設・医療救護所）の設営に必要な機能を抽出

⚫ その機能の実現に必要な資源（資機材、人、など）を割り当て

⚫ 機能ごとに手順を整理（手順書：アクションカード）し、必要な道具・帳票類を作業ケースに入れパッケージ化

避難所開設を支援する「避難所開設キット」の例 避難所開設・運営に必要な機能（活動） 手順書の例
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分野：防災

アピール
ポイント

利用・用途
応用分野

⚫ 従来のプロセス・アプローチではなく、ファンクショナル・アプローチを採用したことで、災害の
種類を問わず、災害対応の標準化（感染症との複合災害にも対応）

⚫ 対応に必要な手順書と道具類をパッケージ化したことで、現場に居合わせた人で適切な対
応行動を喚起

⚫ 災害時利用だけでなく、防災教育教材としての平時利用も重視した工夫と設計

+Quickの構築ノウハウは、災害対応の様々な場面に応用可能
⚫ 自助対応：在宅避難、企業BCP、など
⚫ 共助支援：避難所・医療救護所・一時滞在施設の開設、など
⚫ 公助支援：災害対策本部の開設、など

図上演習訓練への利用例（避難所開設キット） 実動訓練への利用例（避難所開設キット）

実用化に
向けた
課題

⚫ 耐久性向上、コンパクト化・誰もが使いやすいユニバーサルなデザインにするための工夫
⚫ いざという時に使えるよう、普段から身近な場所に置いておきたくなるデザイン、見せたくな
るデザインにするための工夫

一時滞在施設開設キットを使った実動訓練の例

医療救護所開設キットを使った実動訓練の例


